
 

５月の活動の様子から 
 

４月に続いて５月の活動にも子どもたちは一生懸命に取り組んでいました。ここで紹介しているのは学校
行事の活動ばかりですが、授業にも子どもたちは一生懸命に取り組んでいます。PTA 総会の時にも話しま
したように、授業中にカメラのシャッターを押すことで子どもたちの思考を止めてしまう心配があってブログ
で授業中の様子をお伝えすることはできていませんが、子どもたちはがんばって取り組んでいます。 
 

《マシュマロの今》 
子どもたちの授業の声
を聞きながら廊下で過
ごしています。この日は
家の中から顔を出して
寝かかっていました。 

マシュマロのホームステ
イにご協力ありがとうご
ざいました。夏の里帰り
まであと少しです。 
 
《食育教室の様子》 

栄養教諭から栄養につ
いての話を聞きました。
これからも食の大切さを
学んでいきます。 

《校訓》 

朝礼で校訓の話をしま
した。校訓に込められた
教育に対する思いを明
確にしました。 
 
《なかよし田の田植え》 
田植え後の様子です。と
ても上手に植えました。
この後の成長が楽しみ
です。みんなで見届けて
いきましょう。 

サツマイモの苗も植えまし
た。その他、しょうが、ミニ
トマト、ピーマン、オクラも
育てています。朝の水やり
も忘れずにしています。 

《ツバメは今年・・・》 

今のところツバメが巣には
戻ってないようです。今年は
戻ってこない年でしょうか。 
 

《一乗子ども観光大使任命式》 

今年も観光大使として一乗
地区のことを調べます。そし
て、朝倉ガイドでたくさんの
方をガイドします。 
 

《校内体育大会》 

今年も大いに盛り上がりま
した。相手への優しさも見
られた心温まる大会でも
ありました。 

《したんじょう行事》 

鹿俣町で、したんじょう
行事がありました。「した
んじょう・・・」と言いなが
らがんばって歩き、最後
まで一生懸命に取り組
んでいました。 
 
《めあて・ふりかえり交流会》 
これまで各行事で行っ
ていたふりかえり交流会
を教育活動に明確に位
置付けました。活動にめ
あてをもって取り組み、
活動後はふりかえりを行
い、次の活動につなげて
いきます。 
 
《あさみゅー見学会》 
５・６年生が朝倉氏遺跡
博物館を訪問し今年最

初の調査活動を行いま
した。朝倉ガイドに活か
します。 
 
 
 
 
 

 

《６月の予定》 昨年度まで行われた音楽発表会（戦国絵巻集会）は今年度行いません。ただいま来年度出
演するための準備をしているところです。６月は大きな行事がありませんが、各学級の活動が少しずつ進
んでいきます。また、学習にも力を入れていきます。教育委員会学校訪問もあり、子どもたちや先生のがん
ばっている様子を見ていただく予定です。 (^_^) 
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学校の様々な安全対策・対応について 
 

今の季節になると洪水・土砂災害や熱中症、食中毒等が発生しやすくなりますが、地震、不審者、交通事

故等は季節関係なく発生するものです。学校で過ごす子どもたちにとって、まわりには多くの危険が存在しま
す。学校では子どもたちの安心安全を確保し、楽しい学校生活を過ごせるよう、危機管理体制を整え、全教
職員により共通理解を図り、危機発生の場合は速やかに対応できるように備えています。 
具体的には、学校では「危機管理マニュアル」を作成し、学校管理下で事故等が発生した際、教職員が
的確に判断し円滑に対応できるよう、教職員の役割等を明確にし、児童生徒等の安全を確保する体制を整
えることとされています。 
ただ、作成した後も、訓練等の結果を踏まえた検証や見直しをすることが必要で、年間通して避難訓練を
実施しています。そして、学校内だけでなく保護者や地域、関係機関にも危機管理マニュアルについてお知
らせし、地域全体で安全確保のための体制整備を行うことが重要とされていることから、今回、学校だよりに
てこのことについてお知らせしています。学校がどのような危機管理対策を行っているのか、その一端をご紹
介します。 

○●○  一乗小学校危機管理マニュアルによる様々な対応  ●○● 
 

本校の危機管理マニュアル１ページ目は前文に続き、「１不審者への対応」
から始まっています。そこには、不審者侵入防止策、校内に不審者が侵入した場
合、授業中の校舎内対策等について記載されています。例えば、不審者が校内
に侵入した場合の対策対応は以下のようになっています。 

マニュアルには下記の項目について様々な対策・対応が記されていますが、学校内で行っている日々の危
機管理対応や避難訓練等は全てのマニュアルに基づいて行っています。現段階では災害による被害発生は
ありませんが、発生したときの児童や教職員の対応について避難訓練の事前と事後に必ず協議をして内容
のブラッシュアップをしています。しかしながら、同じ人員で行うマニュアルの見直しには限
界があります。そこで、保護者の皆様や地域の皆様にも目を通していただき、気になること
があればその都度学校まで知らせていただけるとたいへん助かります。危機管理対応には
学校外の協力も必要な場合があります。そのためにもこの機会に学校が行っている危機管
理対応についてご理解をお願いしたいと思います。何卒よろしくお願いします。 

は 
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学校へのご意見やご感想をお知らせください。          こちらからも可 ➔➔➔ 

 

 

   年 名前             （無記名でも構いません） 

＜不審者への対応＞ 管理体制、不審者への対応 他 
＜災害時の対応＞  大規模地震発生時の対応Ⅰ（教育活動中）  他 

火災時の対応／熊出没時の対応／台風、大雨等の風水害・土砂災害、大雪等の対応／竜巻、局地的大雨（ゲリラ豪雨）、 
雷への対応／緊急時における避難場所、児童の引き渡し方の基本方針 

＜保健･衛生関係の対応＞  （１）病気やけがの対応／（２）伝染病や食中毒の対応／（３）食物アレルギー対応／（４）熱中症対応／ 
（５）児童が嘔吐したときのマニュアル／（６）救急医療体制 

＜児童の問題行動への対応＞  いじめにおける対処 他 
＜緊急時の安全確保＞  弾道ミサイル発射に係る対応／DV対応／異物混入発生時の対応 

（表紙） 

危機管理マニュアル 


